
キーマン制度と役割分担の見える化 

■キーマン（合図者）は、玉掛、合図すべてが完了し、クレーン、重機オペに安全を確認して最終合図（指
揮）を出す人物としてチョッキを着用。 揚重に関わる作業員もそれぞれ役割分担のチョッキを着て自覚を
高める。 
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